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ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
製
鉄
業
に
お
け
る

『
混
合
企
業
』

の
創
出

大

野

英

t主

じ

め

tこ

あ
の
『
大
不
況
』
期
を
経
た
一
九
世
紀
末
葉
か

b
二
O
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
石
炭

u
鉄
鋼
業
に
お
け
る
独
占
的
支
配
の
主

軌
を
た
し
た
の
は
、
第
1
表
に
精
げ
る
こ
四
日
主
要
注
『
混
合
企
業
』
で
あ
っ
た
。
モ
己
で
『
混
合
企
業
』
と
し
亡
概
括
さ
れ
て
い
る

企
業
群
は
、
ド
イ
ツ
石
川
氏
1
鉄
鋼
栄
の
、
土
要
生
産
地
帯
に
麟
居
す
る
巨
大
企
業
で
あ
る
が
、
ひ
と
し
く
『
混
合
企
業
』
な
る
用
誌
の
も

と
に
概
括
さ
れ
た
企
業
群
の
な
か
に
は
、
資
本
の
蓄
積
と
循
珠
心
型
態
か
ら
み
て
、
著
し
く
相
違
し
た
歴
史
的
規
定
性
が
見
出
さ
れ
る

白
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
オ
l
ベ
ル
・

γ
ュ
V
I
ジ
エ
ン
と
ヲ
イ

γ
・
ヴ
ェ

λ

ト
ソ
ァ

1
レ
ン
と
に
お
い

τは、

『
混
合
企
業
』
の
い

わ
ば
類
型
的
相
違
と
も
い
、
つ
べ
き
対
昧
的
な
発
展
過
程
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
半
封
建
的
な
ユ
ソ
カ
1
的
生
産
関
係
(
利
潤
u
地
代
範
略
)

の
支
配
す
る
エ
ル
ベ
河
以
東
に
沿
い
丸
、
彪
大
友
山
林
所
有
・
耕
地
所
有
お
よ
び
工
鉱
業
経
蛍
の
三
者
の
前
期
的
結
合
経
営
が
根
強
く

マ
グ
ナ

l
T
Y

緋
持
古
れ
る
オ

l
ベ
ル
・
シ
ュ
レ
ジ
エ

γ
の
大
貴
族
経
営
で
は
、
そ
う
し
た
歴
史
的
規
定
性
を
う
け
る
土
地
所
有
を
起
点
と
し
、
基

礎
と
す
る
と
同
時
に
た
え
ず
こ
れ
と
結
合
す
る
志
肘
を
も
ち
、
ま
さ
し
く
土
地
所
有
が
資
本
を
把
撞
す
る
資
本
類
型
が
析
出
さ
れ
た
白

ラ
イ
ン
・
グ
ェ
ス
ト
フ
ァ
l
レ
ソ
製
鉄
業
に
お
け
る

『
混
合
企
業
L

の
創
出
付

第
九
十
二
巻

ノ1

第
六
号
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ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
フ
ァ
!
ν

ン
製
鉄
業
に
お
け
る

『
混
合
企
業
」
の
創
出
け

第
九
十
二
巻

業

帯

Mosel 

Saar 

ノ1-
所、対で
有、極あ枕
を、的る<)元
担、陀。号
棒、吉と
す、さと
る、しろ
エくで
ノレ 資、
ベ木、己
河カh れ
以土、と
西5)J也、は

こ
と
に
ド
イ
ツ
産
業
革
命
心
中
枢

地
帯
山
た
る
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ヱ
ス
ト
フ

7
1
レ
ン
に

b
w
て
は
、
オ

l
ベ

ル
・
ジ
ュ

V
1
3
エ
ソ
の
い
わ
ば

前
期
的
『
混
合
企
業
』
と
は
対
脈

り
ょ
、

A
H
H
寸
ノ

一
連
の
近
代
的
「
混
合
企

業
』
が
巨
き
〈
前
面
に
沿
し
だ
き

れ
て
〈
る
。
小
論
で
は
、
こ
の
ラ

イ
ジ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
石

や業炭
fこ』目
ちの欽
し令 請IJ 鋼
つ出業
た過に
考程 js
察のけ
を一、る
あ側、己可
た回、混
えに合
るや企

己

第と
2 に
表6)し
のよ
示う
す
よ
う
に

つ7
イ
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ン

・
ヴ

ェ
ス
ト

ン
ァ

ー
レ

ン
製

鉄

菜
に

お
け

る

『
混
合

企
業

』

の
創

出
0

ソ

・
ヴ

ェ
ス

ト

フ

ァ
ー

レ
ソ
製
鉄

業

は
、

一
九

一
〇
年

の
ド

イ

ツ
銑

鉄

生
産

高
約

一
、
四

七

九
万

ト

ソ
の
う

四
四

・
〇

四

%

を

占

め

て

お
り
、

そ

の
.発

展

と
密
接

に
関

連
す

る

ロ
ー
ト

リ

ソ
ゲ

ソ

・
ル
ク

セ

ン
ブ

ル
ク
製
鉄

業

な

ら
び

に

ザ

ー

ル
製

鉄

業
を

加

算

す

る
な

ら
ば

、

八

一

・
八
四
%

の
圧

倒
的

比
重

を
誇

示
す

る

。

一
八
世

紀

と

一
九

世
紀

と
の
交

、

ド
イ

ツ
製

鉄
業

の
創

出
過

程

に

お

い
て
主

導
的

役
割

を
果

し
た

オ

ー

ベ

ル

・
シ

ュ
レ
ー
ジ

エ

ソ
製
鉄

業

は

こ
の
段
階

で
は
僅

か
に

六

・
〇

九
%

を
占

め
る

に

す
ぎ

な

い
。

し

か
も

、
第

2

表

の
パ

ッ
ド

ル
銑

鉄

と

ト

ー

マ
ス

銑
鉄

と

の
銑

鉄
生

産
高

の
対
比

か
ら

明
ら

か
な

よ

う

に
、

ラ

イ

ン

・
ヴ

ェ
ス
ト

フ

ァ
ー

レ
ソ
や

ロ
ー
リ

ソ
ゲ

ソ

・
ル
ク

セ

ン
ブ

ル
ク

の
製
鉄

業

に

お
い

て
は

い
ち

は

や
く

ト
ー

マ
ス
法

が
導

入

さ

れ

て
、
近

代
的

製

鋼

法
を
槓

杆

と

し

て
資
本

蓄

積
が

お
し
す

す

め
ら

れ

て

い
た

の
に

対
し

て
、
.オ
ー

ベ

ル

・
シ

ュ
レ
ー
ジ

エ

や

　

　

ソ
で

は
す

で

に
旧
式

化

し

て
資

本
蓄

積

の
桎

梏

へ
転

化

し
た

パ

ッ
ド

ル
法

が

な
お
支

配

的
な

精

錬
法

で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
で

、

ド
イ

ツ
側
石
鉄

業

の
基
軸

の
、

オ

ー
ベ

ル

・
シ

諄
レ
ー
ジ

エ
ソ
か

第
九
十

二
巻

三
入
三

第

六
号

二
三



ラ
イ
ン
グ
ェ
久
ト
フ
ァ

l
v
ン
製
鉄
業
に
お
け
る

『
混
合
企
業
』
の
創
出
付

ら
一
ブ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

1
レ

ν
へ
D
移
行
は
、
士
さ
し
く
一
九
世
紀
中
葉
の
ド
イ
ツ
産
業
革
命
の
展
開
過
程
に
お
け
る
劇
的
な
転

換
の
一
主
要
局
国
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

第
九
十
二
巻

ノ¥
四

第
六
ザ

回

あ
た
か
も
こ
り
過
程
に
沿
い
て
、

業
ト
の
原
型
と
み
な
さ
れ
う
る
一
連
の
企
業
群
が
あ

w
つ
い
で
登
場
し
て
く
る
点
は
住
日
に
値
す
る
。
そ
れ
は
ラ
イ
ン
・
ヴ
ヱ
ス
ト
フ

ァ
l
レ
ン
製
鉄
業
資
本
の
集
積
・
集
中
過
程
白
歴
史
的
規
定
性
如
何
を
問
う
ば
あ
い
、
ま
ず
も
っ
て
検
討
さ
る
べ
き
一
枢
要
点
で
あ
ろ

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス

T

フ
ァ

l
v
y
製
鉄
業
の

「
混
合
企

う

ω
回
目
ω
巴
骨
Oロ
出

4
日
E
P
U
N
G
官
達
自
主
主
司
馬
事
G
N
S
骨
正
官
官
S
C
E
E
B
o
s
h
G
8
2
F
出
E
n
v
E
2
〈

o
k
m者
同
官
。
v
E
E
o
r

ω件戸八四回。ロ畑山汁
A
M

《い}内町一口一戸匂
O
A

肝、印
ω
N目
6
3
t日
白
寸

川
同
『
混
合
企
業
n

(

巴
5
m
o
E
M
m
n
z
oロ
君

-zwふ
た
る
用
語
に
は
一
義
的
に
明
碓
な
内
容
が
あ
た
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
さ
し
あ
た
っ
工
、
製
鉄

業
に
お
け
る
『
世
骨
企
諜
』

ιい
う
ば
あ
い
、
レ

1
一
一
ン
『
帝
国
主
義
』
の
『
混
合
企
業
」
な
い
し
『
結
合
企
業
』
に
闘
す
る
周
知
の
叙
述
を
旭
記

さ
れ
た
い
u

「
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ビ
不

1
シ一
a

ン
が
、
最
出
の
発
展
段
階
に
達
し
た
資
本
主
義
む
き
わ
め
て
重
要
な
特
質
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
士
、

あ
る
い
は
原
料
加
工
の
一
貫
し
た
荷
段
階
(
た
と
え
ば
、
鉱
石
か
ら
銑
鉄
を
精
煉
し
、
つ
ぎ
に
銑
鉄
を
釧
鉄
に
精
製
し
、
さ
ら
に
お
そ
ら
く
は
鋼
鉄

か
ら
あ
れ
こ
れ
白
書
成
品
を
生
産
す
る
)
を
な
す
か
.
あ
る
い
は
相
互
に
補
助
的
な
役
割
を
出
じ
る
(
た
、
と
え
ば
、
廃
物
ま
た
は
副
産
物
心
加
工
、

包
拙
材
組
肝
心
生
産
、
等
々
)
、
種
々
の
工
業
部
門
を
一
個
の
企
業
に
統
合
し
十
も
の
で
あ
る
L

1

と
ハ
宇
高
基
軸
訳
、
岩
世
主
庫
、
三
一
ペ
ー
ジ
)
。

ω
大
野
英
二
・
住
谷
一
彦
「
レ
ニ
ン
り
『
ユ
シ
カ

l
附

u
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
』
範
昨
飢
症
に
つ
い
て
」
土
地
制
度
史
学
第
一
七
号
を
参
照
せ
よ
。

ω
佐
和
一
彦
「
マ
ヲ
ク
ス
E

グ
ェ

i
パ
!
の
『
世
製
刷
庄
」
前
」
、
立
教
経
済
学
研
究
第
一
六
巻
第
三
号
、
拙
稿
「
オ

1
ベ
ル
・
シ
ゐ
レ

I
qシ
エ
ン

製
融
業
白
創
出
過
程
」
経
済
論
議
倍
八
五
巻
節
五
号
、
「
ォ

l
ベ
ル
・
シ
ュ

ν
l
ジ
エ
ン
製
鉄
業
の
再
編
過
祝
」
経
済
前
叢
第
九
一
巻
第
二
号
を
参

照
せ
よ
。
山
凶
盛
太
郎
『

H-一
不
良
業
生
産
力
椛
造
』
岩
波
書
庖
刊
一
九
六

O
年
、
四
七

t
五
六
ベ
l
v
/

白
「
豪
族
(
鉄
師
)
目
地
主
、
島
根
白
山
部

家
の
型
」
と
比
較
せ
よ
。

例
松
田
町
甘
雌
『
近
代
目
史
的
栴
指
摘
』
近
代
思
組
担
問
一
九
四
人
年
、
三

l
一
C
ぷ

l
ジ
を
参
同
せ
よ
a

川
何
百
一
己
HH巳
国
同
し

2
図
。
一
司
aa
己
SBhnお
い
事
札
ミ
己
認
S
E
E
R
G
S
札
ミ
同
2
2
E岳
E
3
G
室
主
札
E
同
anSF俗、
w
b
h
E
m
N
骨
量
町
E
S札
芸
h々
豆
、

品、匂~判官
E
Z主
主
主
吉
SAR句、

F
E
Z
E己

ω
O
E巳
ヨ

5
2
5
n
y
m
w津
=ovo
同
O
B
F
E
H開
。
口
、
同
旦
汁
呂
田
、
思
ロ
-
m
E
な
お
、
第
一
次
世
界
大



戦
前
の
資
本
王
説
諸
国
の
銑
鉄
生
産
両

ω
不
均
等
括
岐
に
つ
い
て
は
、
田
口
H
E
P
E
F
2
~
b
m
G
E
止
さ
邑
=
雲
町
民

h
N
G
N
E
s
h
昔
、
吾
足
立
与
富

岡
G
2
Eぬ
ま
刊
誌
F

=
由
。
げ
目
。

H
H
O
E
-
P
F叶げ
E
U
F
=
E
H
口
2
1品
。
ぴ
戸
川

Mm】
ぐ
2
J
4
P淳
戸
吉
田
口
ロ
品
ぐ

o
p
m
J
4
R仲
間
。
v
b津
田
口
同

HVOEmnげ
OHM
同
0
5
7

留
す
}
民
間
E
同
一
巴
E
-
m
m

∞巴
l
u
N
H
を
参
照
せ
よ
。

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
製
鉄
業
に
お
け
る

産
業
革
命
と
パ
ッ
ド
ル
法
の
導
入

一
八
五
七
年
の
恐
慌
を
経
過
し
、
産
業
革
命
の
さ
た
か
に
あ
っ
た
一
八
六
一
年
白
ル
ー
ル
地
帯

ω
製
鉄
業
に
治
け
る
「
混
合
企
業
』

に
概
観
を
あ
た
え
る
第
3
表
主
検
討
す
れ
ば
、
五
『
混
合
企
業
い
は
、
ル
ー
ル
地
帯
の
銑
鉄
生
産
高
白
八
二
・
八
一
%
、
棒
鉄
生
産
高

の
六
二
・
ご
一
%
等
、
製
鉄
業
の
諮
生
意
行
程
に
あ
い
て
す
で
に
顕
著
た
比
重
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
寸
混
合
企
業
』
の
創
出
過

程
は
、
先
進
イ
ギ
り
ス
の
側
圧
の
も
と
に
展
開
さ
れ
た
と
己
ろ
の
、
精
鋭
工
程
に
あ
け
合
パ

ν
下
、
ル
法
白
山
埠
寸
入
た

b
び
に
製
銑
工
程
に

ゐ
け
る
コ
l
ク
見
高
炉
の
建
設
を
技
術
的
指
標
と
す
る
製
鉄
業
白
産
業
非
人
叩
の
進
展
と
か
た
く
結
び
つ
い

τ
い
た
。
も
と
よ
り
、
こ
の

過
程
は
モ
白
担
い
手
の
社
会
的
系
一
請
に
対
応
し
て
多
彩
で
あ

h
、
資
本
の
蓄
積
と
循
環
の
視
点
か

b
類
型
索
出
を
試
み
る
必
要
が
あ
る

が
、
小
論
で
は
さ
し
あ
た
ヲ
て
、
典
型
的
『
混
合
企
業
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
グ
l
テ
市
フ
ヌ

Y
ク
製
鉄
所
の
発
展
過
程
に
分
析
の
焦

点
を
定
め
て
、
ラ
イ

γ
・
ヴ
ェ
ス

t
フ
ァ

1
レ

y
製
鉄
業
の
産
業
革
命
期
に
治
け
る
資
木
白
集
積
・
集
中
過
程
の
特
質
を
把
握
す
べ
く

模ー
た〔工〕つ
製の
鉄ゲ素
所|拙
たテを
るホあ
、7 1:ニ
アヌぇ
γ ン tc-
トウい
ユ製
l 鉄
製所
鉄の
所成

』辛
口とz楼
"械L 製
~ 作
tI ヘ
ベの
進
出

エ
ッ
セ

γ
同
北
の
ス
テ
ル
グ
ラ

1
デ
周
辺
に
散
在
し
た
小
規

グ
I
テ
ホ
フ
ヌ

Y
グ
製
鉄
所
の
戸
E
F
。同ロロ伺
ω
E
E
o
、
新
エ
ッ
セ
ン

一フイ

ν
・
グ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
v
γ

製
鉄
業
に
お
け
る

『
混
合
企
業
』
町
一
創
出
品
川

第
九
十
二
巻

八
五

第
六
号

五
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製
鉄
所
開
戸
開
口
『
目
立

σ
Z
2
2耳
目
の
共
同
経
営
氏
関
し
て
、
ヤ
コ
ピ

I

C
♀
己
与
す

S
E、
つ
二
一
ー
ル
兄
弟
。

2
E
H
E
E
b
明
日
日

z
o
E
O戸
お
よ
び
フ
イ
ヅ
セ

γ
H
H
m
E
E
O
F
間
百
万

2
P
の
間
に
締
結
さ
れ
た
契
約
陀
基
づ
い
て
一
八
一

O
年
四
月
五
日
に
成
立
し
た
製

鉄
所
共
有
組
合
H

尚
会
ヤ
コ
ビ

1
・
士
一
エ
ル
・
フ
イ
ッ
セ
Y

国
己

E
g
m
o毛
2
r
o
F
P
P
E品
目

P
E
E口問

Y
2戸
出

E
E
h昨

出

5
1
2
8
が
グ
l

テ
小
ブ
ヌ

γ
グ
製
鉄
所
θ
…
端
緒
を
な
し
て
お
り
、

そ
れ
は
一
八
六
一
一
年
に
合
名
会
社
と
し
て
登
記
さ
れ

;， 
F レ，
〕

二
年
に
は
ク
1
テ
ホ
フ
ヌ

Y

ク
製
鉄
所
・
採
鉱
H

精
錬
株
式
会
社
の
昇
。

FC品
ロ
戸
口
問

ω
E
2
0
-
k
p
}
E
E耳
耳
目
ロ

E
H
国
ゅ
よ

Z
ロ
ロ
ロ
ハ
同

出
口
片
言
ロ

Z
E
Oヴ
へ
改
組
さ
れ
で
い
る
。
製
鉄
所
共
有
組
合
の
発
足
当
初
心
資
本
金
九
三
、
八

O
Oグ
V

l
ヴ
工
・
タ

I
ラ

1

7
七

ヒ
斗
ツ

T
ン

イ

ソ

ヌ

ベ
H
V

タ
l

八
、
一
六
七
プ
ロ
イ
セ
ン
タ
ー
一
フ
〕
は
、
製
鉄
所
検
査
官
と
し
て
新
ユ
ッ
セ

γ
製
鉄
所
主
管
浬
し

τき
た
ヤ
コ
ピ

l
、
ル
ー
ル
オ
ル
ト

ハ
り

の
石
炭
商
ハ
ニ
エ
ル
兄
弟
(
ヤ
コ
ピ
ー
の
義
兄
)
、
エ
ッ
ゼ
ン
心
商
八
フ
イ
ッ
セ

γ
(
ハ
ニ
エ
ル
兄
弟
の
義
兄
)
の
各
四
分
の
一
の
均
等
の
持

分
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
親
族
的
な
資
本
調
達
機
構
の
な
か
で
、
ル
ー
ル
オ
ル
ト
の
石
炭
商
に
蓄
積
基
仙
鴨
川
を
も
っ
ハ
ニ
エ
ル
家

が
枢
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
点
に
情
意
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
亡
、

一
八
一

O
午
当
時
の
製
鉄
所
の
経
営
に
つ
W
て
は
捕
捉
し
難
い
が
、

一
八

0
0年
頃
の
ア
γ
ト
ニ

l
製
鉄
所
に
は
、
ゆ
製
鉄

所
周
辺
の
沼
鉄
鉱
採
掘
の
た
め
に
鉱
夫
何
百
尚
早

tz
一
六
人
、
例
炭
焼
夫
、
伐
木
犬
出
。
】

N
Z
2
5
H
E品
回
己
口

E
晶
司
一
一
一
一
一
人
、

ゆ
木
炭
高
炉
に
精
錬
親
方
同

E
tロ
自

2
百
円
一
人
、
熔
鉱
夫
円

E
2
邑
耳
目
。

E
R
F
E
E
N⑦
け

一
人
、
装
撲
犬
二
人
、
川
開
鋳
造
所

そ
の
他
に
二
七
人
、
合
計
八

O
人
が
就
業
し
、
沼
鉄
鉱
運
撒
等
は
周
辺
の
良
民
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
4

一
九
世
紀
初
頭
の
主

要
製
品
は
、
パ
ラ
ス
ト
、
時
計
銀
、
情
焼
棒
、
炉
床
、
料
理
皿
、
台
、
釜
類
、
炉
類
、
水
力
ポ

γ
フ
、
ロ
ー
ラ
ー
、

、

わ

鋲
、
火
の
し
等
々
の
、
棟
め
て
多
様
た
鋳
物
製
品
で
あ
り
、
と
の
鋳
物
鋳
造
か

b
、
蒸
気
機
関
心
鋳
物
部
品
の
鋳
造
を
端
緒
と
し
て
、

ハ
ム
マ

1
、
弾
砲
、

機
械
製
作
へ
白
進
出
が
友
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
1
ν
γ

製
鉄
業
に
担
吋
る

『
混
合
企
業
』
の
創
出
村

第
九
十
二
巻

ノ1、
七

第
六
月
J

七



ラ
イ
ン
目
ず
ェ
ス
ト
フ
ァ
l
ν
γ

製
鉄
業
に
お
け
る

『
混
合
企
業
L

の
創
出
付

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ

7
V
l
y
へ
蒸
気
機
関
が
導
入
さ
れ
た
白
は
一
八
世
紀
と
一
九
世
紀
白
交
で
あ
り
二
七
九
九
年
に
ヴ
ェ
戸
ト

フ
プ

l
ν
γ

の
ケ

l
ニ
ッ
ヒ
月
ボ
ル

Y
塩
坑
に
マ
ン
九
フ
ェ
ル
ト
製
(
V
リ
ン
ダ
は
イ
ギ
リ
λ
製
)
む
蒸
気
機
関
が
設
置
さ
れ
二
八

O
一

年
に
は
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
白
フ
ォ
ル
4
γ
ト
炭
比
に
オ

l
ベ
ル
・
γ
L一
レ
l
ジ
エ
γ
製
の
蒸
気
機
関
が
設
置
さ
れ
た
。
己
白
フ
ォ
片
モ
ン
ト

第
九
十
二
巻

ノ¥
A 

第
六
号

ノ1、

炭
叫
の
蒸
気
機
関
心
組
立
を
遂
行
し
た
大
工
テ
イ
ネ
ン
グ

1
ル
問

E
E
Pロロ
ORHPZは
、
ハ
ッ
テ
ィ

y
r
γ
近
く
白
粉
挽
工
白
子
で
あ

り
、
隊
飼
夫
、
炭
車
押
し
、
遮
搬
夫
、
採
炭
犬
等
主
経
℃
、
大
工
親
方
止
し
て
独
立
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
二
八

O
三
年
に
最
初
の
蒸
気
機

関
山
製
作
に
成
功
し
、
一
八

O
七
年
に
は
か
の
ク
ル
y
ブ
未
亡
人
君
庄
司
o
p
Eハ同
H
E
r
-
。
中
島
臣
民

E
宅
白
資
金
貸
付
を
う
け
て
エ

y

セ

γ
に
機
械
製
作
作
業
場
士
新
設
し
、
一
時
は
就
業
労
働
者
六
O
人
D
協
業
規
模
(
マ
-
ュ
ア
ァ
ク
テ
セ
)
に
ま
で
上
井
し
た
u

一
八
一

一
年
比
兄
フ
ヲ

γ
ツ
か
ら
独
立
し
て
ミ
ー
ー
ル
ハ
イ
ム
に
蒸
気
機
関
製
作
の
た
め
の
機
械
製
作
作
業
場
を
新
設
し
た
ヨ
ハ
ン
守
宮
ロ
ロ

と
と
も
に
、
デ
ィ
ネ
ン
ダ
l
ル
兄
弟
は
ラ
イ
ン
ラ

γ
ト
の
蒸
気
機
関
製
作
に
礎
石
を
治
く
う
え
で
主
導
的
役
割
を
来
し
た
の
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
挫
折
し
、
む
し
ろ
、

つF
オミ

フ

" y 
ク

製
鉄
所
カミ

八一

吾5
;7八
長青

島玉
関七
製ぶ
作
U亡。

着こ 7 
L /V 
ィ Jt.

晶、君
主!製

ti ft 
し、 4
て、 """"l"

喜安
1 機
」1 関
顕の
著鋳
主主 物
発部
展品
をを
と供
げ給
たし
臼て

でき

あ Tこ
るグ

グ
l
テ
ホ
フ
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
に
は
一
八
二
八
年
に
炭
焼
夫
と
伐
木
夫
を
除
い
て
二
七
九
人
の
就
業
者
が
あ
b
、
そ
の
う
ち
一
一

O
O人

は
木
炭
高
炉
、
鋳
造
所
、
機
械
製
作
作
業
場
金
擁
し
て
企
業
の
主
軌
を
な
し

c
い
た
旧
グ

1
7
ホ
フ
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
(
製
鉄
所
共
有
組
合

成
立
前
白
グ
l
テ
ホ
ノ
ヌ
ン
グ
製
鉄
所
を
叙
述
白
促
宜
上
旧
と
す
る
〕
に
就
業
し
て
い
た
。
モ
こ
に
は
、
「
半
製
品
目
生
産
が
全
機
械
の
仕
上

主
刺
戟
し
た
注
目
に
値
す
る
事
例
」
が
認
め

b
れ
る
。
同
製
鉄
所
の
受
注
機
械
製
品
は
多
様
で
あ
り
、
炭
坑
白
排
水
U

運
搬
用
の
蒸
気

機
関
を
は
じ
め
、
製
欽
所
送
風
用
心
蒸
気
機
関
、
圧
延
機
、
繊
維
工
業
、
製
粉
所
、
搾
油
所
、
制
捜
材
所
等
の
動
力
機
、
と
き
に
は
工
作

機
械
も
製
作
さ
れ
、

一
八
二
八
年
に
ル
ー
ル
オ
ル
ト
に
造
船
所
が
設
置
さ
れ
こ
以
後
は
、
船
用
蒸
気
機
関
、
ス
ク
リ
ュ
ー
、
鎖
、
汽
惟



等
も
製
作
さ
れ
た
。
グ
I
テ
ホ
プ
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
が
一
八
二
六

i
二
六
年
に
製
作
し
た
蒸
気
機
関
四
三

ω
明
細
一
覧
表
を
検
討
す
れ
ば
、

そ
の
使
用
目
的
内
訳
は
、
炭
坑
排
水
用
』
運
搬
用
一
七
、
繊
維
工
業
動
力
開
一
二
、
製
粉
用
四
、
舶
用
四
、
恕
鉄
所
の
送
風
用
な
ら
び

に
旋
撚
等
の
動
力
山
川
一
一
、
製
借
用
二
、
製
材
月
二
と
中
な
っ
て
お
り
、
受
注
先
は
、
ニ
ー
ダ
1

・
ザ
ク
セ
ン
の
フ
リ
ュ

l
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ

γ
白
炭
抗
用
自
二
を
除
行
ば
、
す
べ
て
エ
ッ
セ
ゾ
、
オ
l

ベ
ル
ハ
ヴ
ゼ
ン
、
デ
ュ
イ
ス
プ
ル
夕
、
ポ
フ
l

ム
、
ド
ル
ト
ム
ン
ト
、
ヴ
ェ

、
、
、
、

ル
デ

γ
、
ケ
ル

y
、
ア
I

へ
γ
、
ハ
ル
メ

γ
等
の
ラ
イ

γ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
v
y
に
あ
り
、
蓄
積
基
盤
が
一
フ
イ

γ
・
ヴ
ロ
ス
ト
フ
ァ

ー
ν
γ
の
繊
維
工
業
や
鉱
山
菜
等
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
地
域
的
市
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
閉

7
dれ
℃
い
る
。

旧
グ
I
テ
ホ
フ
ヌ
ゾ
ク
製
鉄
所
の
鋳
物
製
品
心
一
八

O
O
i
O八
年
の
間
に
販
売
さ
れ
た
七
二
、
六
一
ヱ
ハ
ク
レ

l
ヴ
ェ
・
タ
1
7
1

の
う
ち
三
八
、

O
八
五
タ

l
ラ
l
は
国
内
で
販
売
さ
れ
、
三
回
、
正
四
一
タ

l
ラ
l
は
オ
ラ
ン
ダ
へ
、
主
に
一
て
の
商
人
目
仲
継
に
よ
り

外
国
へ
販
売
さ
れ
て

b
p、
蓄
積
基
牒
の
か
ψ

な
り
の
比
重
が
遠
隔
地
市
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
う
る
。
し
か
し
、

一
八
一

O
年

に
ナ
ポ
レ
オ
ソ
支
配
下
白
フ
ラ
ン
九
へ
オ
ラ
ン
ダ
が
編
入
さ
れ
て
以
来
、
オ
一
フ
ソ
ダ
の
経
済
循
環
か
ら
は
切
断
さ
れ
、
蓄
積
基
盤
は
ラ

イ
ゴ
・
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ァ
1
レ

γ
白
地
域
的
市
場
へ
決
定
的
に
移
行
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
デ
ィ
ネ
ン
ダ
1
ル
兄
弟

や
グ

l
テ
ホ
フ
ヌ
ン
グ
製
鉄
所
等
に
よ
り
培
託
さ
れ
た
ラ
イ

γ
ラ
y
ト
白
蒸
気
機
関
製
作
は
徐
々
に
発
展
を
と
げ
、
競
争
は
一
八
四

0

年
代
と
も
な
れ
ば
地
域
的
市
場
の
枠
を
越
え
て
す
す
む
。

一
八
三
七
年
に
は
グ
1
ア
ホ
フ
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
は
グ
ュ

V
I
ジ
エ
ン
か

b
の

最
初
の
蒸
気
機
関
を
受
注
し
て
お
り
、
ミ
ュ

l

ル
ハ
イ
ム
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
裂
鉄
所
は
一
八
四
八
年
ま
で
の
約
一

0
年
聞
に
三
五
の
恭
気
機
関
を
オ
l
ベ
ル
・
ジ
ュ
レ

I
ジ
ヱ

γ
へ
供
給
し
、
一
八
五
二
年
に
オ

1
ベ
ル
・

γ
ュ
V
I
ジ
エ

y
u
タ
ル
ノ

オ
ベ
ー
ル
ペ

ρ
P
ア
人
ト
・
4
ω

ワ
イ
ル
タ

ヴ
ィ
ッ
ツ
上
級
鉱
山
耽
骨
局
区
域
内
に
保
在
し
た
八

O
の
蒸
気
機
関
の
う
ち
、
ラ
イ

γ
フ
ソ
ト
製
が
三
七
を
占
め
、
ジ
ュ
レ

1
3
エ
γ

製
は
ゴ
三
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
八
世
紀
と
一
九
世
紀
の
交
に
、
王
立
製
鉄
所
に
先
導
さ
れ
つ
つ
、
ド
イ
ツ
の
蒸
気
機
関
製
作

ラ
イ
ン
・
ゲ
ェ
ス
ト
プ
ァ
l
ν

ン
製
鉄
業
に
お
け
る

『
混
合
企
業
』
の
創
出
け
れ

第
九
十
二
巻

ノl
n 

第
六
号

JL 



テ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
?
フ

r
l
ν
ン
製
品
業
に
お
け
る

『
混
合
企
議
』
の
創
出
け

に
お
い
て
主
導
的
地
位
に
た
ち
、
ヲ
イ
ン
ラ
ソ

l
最
初
の
蒸
気
機
関
も
供
給
し
た
オ
!
ベ
ル
-
V
ュ
レ
ー
ク

L
Y
が
、
す
で

r
一
八
三

第
九
十
二
巻

ブL
O 

第
六
円
ヴ

。

0
年
代
末
以
降
、
ラ
イ
ゴ
フ

γ
ト
か
ら
蒸
気
機
関
を
供
給
さ
れ
る
と
い
う
逆
転
は
、
ベ
ル
ク
h
T
7

ル
グ
に
広
汎
に
分
布
す
る
小
鉄
ユ
業

主
擁
し
て
、
豊
か
に
形
成
さ
れ
ゆ
く
地
域
的
市
場
企
蓄
積
基
盤
と
す
る
ラ
イ
ジ
一
フ

γ
ト
鉄
工
業
の
生
産
力
的
優
位
を
如
実
に
物
語
る
も

の
で
あ
る
G

か
の
興
味
ふ
か
い
旅
行
一
記
ペ
ラ
イ

γ
の
工
業
』
心
著
者
パ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、

一
八
四
六
年
に
グ

l
テ
ホ
フ
ヌ
ソ
グ
製
鉄

所
の
ス
テ
ル
ク
一
プ

1
デ
と
オ

l
ベ
ル
ハ
ウ
ゼ
シ
の
二
工
場
を
視
察
し
て
い
る
が
、
「
ド
イ
ツ
の
機
械
製
造
業
の
状
態
を
知
ろ
う
と
す
る

ハ
一
二
作
・
ア
イ
ヅ
セ

y
・
ヤ
コ
ピ

I
C
泊
渠
と
作
業
場
の
訪
問
を
省
い
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と
に
注
ー
誌
を
促
し
、
そ
の
生

ひ
と
は
、

産
設
備
が
優
に
イ
ギ
リ

y
に
比
肩
し

qyd規
模
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
を
拙
い
て
い
る
。

ω
出
口
問
。
可
E
E
P
4
2
T
凶

H
E

ω
第

3
表
に
『
混
合
止
業
』
と
し
て
掲
げ

E
れ
て
レ
る
罰
金
業
に
つ
い
て
一
応
の
概
観
を
あ
た
え
て
お
こ

7
。
凶
ヘ
ル
デ
鉱
業

l
精
糾
株
式
会
社

同
日
常
門
出
R
m
4
2
E
1戸
HHEH自
立
。
ロ
1
4
2
2
P
〉
の
の
前
史
は
興
味
ふ
か
い
。
イ
ゼ
ル
ロ

l
ン
の
小
鉄
工
業
者
カ
ス
パ

1

・ピ

l
ベ
ン
シ
ユ
サ

ク

P
W
4
R
ロ
5
岳
r
v
E
4
0
5
Zの
}
内
は
、
一
八
世
紀
末
葉
、
家
族
労
働
に
立
脚
す
る
情
到
、
縫
針
、
甲
同
部
の
手
工
業
的
生
産
か
ら
イ
ゼ
ル
F

l
y
屈
指
の
小
鉄
工
諜
者
へ
上
却
し
、
一
九
世
紀
初
頭
に
は
完
成
品
生
涯
か
ら
半
製
品
生
産
へ
の
進
出
を
企
図
し
て
い
た
。
そ
の
嗣
子
へ
ル
マ
ン

ピ
l
ベ
ン
シ
ュ
ト
γ

ク
同
2EPHHHH
ロ
5門
E

F
町
臣
官
ロ
E
o
n
w
は
、
立
地
を
イ
ゼ
パ
ロ

l
y
か
ら
へ
ル
デ
ヘ
移
動
さ
せ
て
ル
ー
ル
炭
団
を
作
品
礎
に
お

き
、
イ
ギ
リ
λ
人
技
師
ド
ッ
プ
ス
ロ
o
σ
E
の
協
力
の
も
と
に
一
八
三
九
州
一
年
に
蒸
気
力
紅
併
の
パ
ヴ
ド
ル
H
U
圧
延
工
場
仁
る
へ
ル
マ

γ
製
鉄

所
を
設
立
し
た
。
へ
ル
マ
ソ
の
死
後
一
八
四
七
年
に
こ
れ
は
、
シ
ャ
ー
プ
ハ
ワ
ゼ
ン
を
は
じ
め
ケ
ル

γ
の
有
力
な
例
人
金
融
業
者
的
参
寄
り
も
と
に

合
資
会
社
出
O
H
E
Pロ
ロ
ロ
お
骨
M
O
V
E
4
0ロ
件
。
ο『
仔
円
。
問
。
E
O
B
ヘ
改
組
さ
れ
、
一
八
五
奇
一
年
に
は
就
業
者
数
一
、
八

C
C人
、
パ
マ
ド

ル
工
場
(
パ
ゥ
ド
ル
炉
数
四
六
三
梓
鉄
圧
延
工
場
‘
レ

l

ル
圧
延
工
場
、
鉄
板
圧
延
工
場
、
玲
輪
uu
車
軸
工
場
、
鋳
造
所
、
煉
瓦
工
場
等
を
航
し

て
い
た
が
、
同
年
に
シ
ャ
ー
プ
ハ
ウ
ゼ

ν
銀
行
の
メ
グ
イ
γ

セ

γ

日
E
Eく

Z
2
5
2
P
O
主
導
白
も
と
に
ラ
イ
ン
グ
了
ハ
ト
プ
ァ

l
レ
ン
壮
初

心
株
式
会
引
形
態
。
製
鉄
所
た
る
へ
ル
デ
鉱
業
n
H
精
鋭
株
式
会
社
へ
転
形
さ
れ
士
の
で
あ
り
、
一
人
五
四
年
以
降
の
コ
ー
ク
ス
両
炉
四
の
建
設
や
石

炭
採
制
へ
の
進
叫
に
j

り
、
叶
混
合
企
業
』
と
し
て
の
盗
容
を
整
え
た
(
〈
色
町
巴
な
ユ
コ
コ
室
、
同
毛
丘
町
、
立
亘
書
S

礼
町
、
口
ミ
凡
さ
き
主
同
G
R
A
2



同
三

E
S
5
E芯

L
E
き
4
2ミ
rnbnqN~hhh
邑
同
同
一
一
HU日
出
、
印
叫
也
、
t
u日
〔
以
下

1
2
2与
、
も
と
略
記
〕
ロ

P
5《
HHMOげ
N
口口町内
f

b
ミ
同
宮
"

ERLVl
司
E
q
b
h
a
n宮
町
豆
町
、
お
お
さ
ミ
包
註
出

HU-
呂田
N-
印
民
)
間
四
へ
シ
リ
ッ
ヒ
製
鉄
所
口
φ
ヨ
ロ
官
官
位
回
目
同
島

m
v
E
Z
E
己
主
仲

E
m
g

は
、
一
八
五
四
年
に
シ
ユ
}
ル
ベ
ル
ク
!
グ
ェ
ル
ニ
グ
ロ
デ
伯
爵
出
円

ω何
回
。
ロ
ロ

nFm百円
σ耳
四

AJMq22問。一
HOG。
に

ro
り
設
立
さ
れ
て
お
り
、
ラ

イ
シ
・
ヴ
ェ
ス
ト
ア
ァ

l
ν

ン
で
は
例
制
内
的
な
貴
族
の
企
染
に
印
刷
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
八
王
じ
年
に
デ
4

ス
コ
ン
ト
ゲ
ぜ
ル
シ
ャ
フ
?
の

所
有
に
移
訂
し
た
(
町

N
ロロ

HE--o可

s
f
ω
N∞
-
拙
著
『
ド
イ
ツ
金
融
資
本
成
立
史
論
』
有
斐
閣
刊
一
丸
一
且
六
年
、
コ
ハ
へ

I
ジ
〕
。
こ
の
(
ン

リ
ッ
ヒ
製
鉄
所
と
新
ノ
〆
コ
ヴ
ラ

γ
ド
製
鉄
所

p
w汁
5
2
0
2
5
Z
2
ω
巳
5
2
Eロ
b
E
E
2
E
と
は
、
一
八
七
二
年
に
デ
ィ
ス
コ
ン
ト
・
ゲ
ゼ

ル
γ
ャ
フ
ト
む
ハ

γ
ゼ
マ
ン
〉
仏
早
出

4。
ロ
回
目
Hmo目
E
E
の
主
導
の
も
と
に
シ
ュ
ト
ロ
ウ
ス
ベ
ル
ク
の
ド
ル
ト
ム
ン
ト
製
鉄
所
ロ
門
出
可

Oロ
ωσEmω

口
。
込
目
己
H
L
2
出

E
Z

二
八
一
且
凶
年
に
ド
ル
ト
ム
ン
ト
の
若
者
な
市
民
ヘ
ェ

l
ヴ
y

ル

M〈

d。
回
国
ω40-
他
数
人
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
ド
ル

ト
ム
ン
ト
鉱
業

l
精
鋭
株
式
会
社
り

OH耳
石
自
己
記
四
日
間

E
ロ

E
丘
同
丘
宮
口
〉
わ
が
一
八
五
七
年
の
恐
慌
の
打
開
で
破
産
し
、
ア
ル
ン
ト
商
会

同
。
己
目

mpH己
H
S
Z
E
Zの
VP詳
の

E
H
p
d
p
E骨
僻
円
。
や
ベ
パ
リ
ン
商
業
銀
行
の
所
有
を
経
て
、
一
八
六
八
年
に
ヨ

l
p
v
A
の
「
鉄
道
王
』

K

L
f
著
名
で
あ
コ
た
シ
ュ
ト
ロ
ウ
ス
ベ
ル
グ
ロ
円
同

E

4
日
3
5
Z
H由
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
た
)
に
合
同
さ
れ
て
、
ウ
ニ
オ
ソ
拡
莱

HH鉄
鋼

株
式
会
社
口

2
0
D
L
K
Eち
口
問
。
忠

-
z
o
v
E件
目
可
巴

2
叩

E
F
巳
m
g
-
H
M
a
m
Z
E
E
ι
5可
HONロ
ロ

0
1日
E
己
を
形
成
し
、
こ
れ
は
一
九
一
口

年
に
は
シ
ュ
テ
ィ

ν
ホ
ー
ス
出
口
明
o
p
E
E
ω

の
支
配
す
る
ド
イ
ツ
・
ル
ク
セ
ン
プ
λ

グ
鉱
業

l
精
鋭
株
式
会
社
口

2
古
島
i

「ロ
Mg目
E
門
出
』
聞
の
宮

町
百
四
当
日

}a
ロ
戸
仏
田
正
古
口
〉
O
へ
嗣
八
さ
れ
て
、
こ
の
ド
ル
卜
ム

γ

ト
'
ウ
ニ
オ
ン
部
門
と
な
っ
た

(
p
a
R
T
H科
目

的

h
t
E
)
。
…
叫
フ

ェ
エ
ッ
ク
ス
同
VUOロ
戸
内
』
炉
問
。
口
出
、
回
μσ
ロ
口
。

ωo=ω
の
ymw枠
内
ロ
円
ば

σ円
四
町
出
口
出
口
ハ
凶
阿
山
EAUい
σロ
σσ
仲
H
z
d
H口
開

ωoF40口
OH
〉己

O
U
O
M
〉
mwnvEM
は
…
八

五
二
年
に
個
人
金
融
業
者
オ
ァ
ベ
ン
ハ
イ
ム
口
出
出

3
Z
H出
を
は
じ
め
と
す
る
ケ
ル
ン
と
ア

I

へ
シ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
主
に
フ
ラ
ン
ス
資
本

を
泣
入
し
て
設
斗
さ
れ
た
株
式
会
社
で
あ
り
、
一
八
五
三
年
に
ア

1
ヘ
ン
の
ミ
ヒ
エ
ル
ス
製
鉄
所

E
H
E
m
v
叶
目
白
宮
宮

σ古
伊
円
。

)
H
U
E件。
-
E戸
a

dz-巳
Nd司
O
H
W
O
E
肘

R
F
4
2
H
-
2
〉
zo
を
限
収
し
て
新
会
社
の
主
力
工
場
と
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ユ
ザ
ク
ス
吋
一
八
五
四
五
六
年
に
デ
テ
ィ
り
ュ

1

鉱
業

1
精
鋭
会
社
、
口

g
t
z
n
r
t件
同
ロ
門
出
百
四
r
E
Cロ
白
出
目
立
。
ロ
-
σ
1
2
0
σ
0
1
ロ
r
t
z
o
U
M
n
F
n。
、
一
八
九
λ
年
に
マ
イ
デ
リ
η

ヒ
炭
鉱

H
r
H
E
n
-
2
E
V
R
P
O
E
W
C
E
O口
百
晶
君

2
-
z、
一
人
九
λ
午
に
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
γ
・ウ一一

r
ン

君

g
t山口
R
F
o
ロロ

5
口
部
を
も
併
合
し
て
お

り
、
一
九
む
六
年
に
は
へ
ル
デ
鉱
業

HH精
練
科
式
会
社
を
傘
下
に
編
入
し
た
(
旬
、
切
な
れ
守
色
、

m
m
u日
i
g
な
お
、
前
掲
拙
著
じ
二
ペ
ー
ジ
を
山
寄

附
せ
よ
)
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
フ
ヱ
ニ
ソ
グ
久
も
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
・
ル
グ
セ
ン
プ
ル
ク
鉱
業

HH桁
鯨
株
式
会
社
も
、
一
九
一
六
年
に
設
立
さ
れ
た

ラ
イ
ン
・
グ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
製
鉄
業
に
お
け
る

『
混
合
企
業
』
の
創
山
口
円

第
九
十
二
番

九
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六
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ラ
イ

γ
・
グ
ェ
ス
ト
ア
ァ

l
v
y
製
鉄
業
に
お
け
る

「
恨
合
企
業
』

O
創
出
け

あ
の
ヨ

1
ロ
ψ

パ
最
大
の
石
炭
U
鉄
鋼
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
た
る
合
同
製
鋼
株
式
会
社
ぐ

0
3
E
M珂
吉
田
宮

Z
4
2
w
o
〉
口
H

ロ
口
言
活

5
0止
へ

吸

収

さ
れ
る
の
で
あ
り
(
〈
色
同
国
出
2
0宮
司
α
D
Z
-
U廷
司

E
ミ
。
荷
主
口
出
町
、
出
ミ
マ
雪
雲
町
芸
P
H
c
a
-
田
町
コ
ご
、
こ
う
し
た
尭
肢
は
ラ
イ
ン
・

ヴ
L

ス
ト
ア
ァ

l
レ
ン
石
炭

1
鉄
鋼
業
の
資
本
の
集
積
・
集
中
過
程
り
基
本
線
を
一
市
す
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
と
は
、
す
で

に
前
掲
拙
著
お
よ
び
拙
稿
「
由
民
業
資
木
と
銀
竹
資
本
」
、
『
現
代
資
太
主
義
講
座
」
~
第
三
巻
東
洋
経
済
新
報
社
刊
一
九
五
八
年
、
四
五

l
九
九
ベ
ー

タ
に
お
い
て
一
応
の
分
析
を
果
1
て
い
る
ゆ
え
、
小
論
で
は
と
く
に
グ

1
テ
ホ
ア
ヌ

γ
グ
製
鉄
所
の
分
析
に
重
点
を
お
く
こ
と
と
し
た
。

ω
同
宮
町
三
町
内

p
h
E
S
2
E
E
D宮
忌
霊
匂

qp
国
主
主

2
F
N王
町

3
5
3室
町
明
言
札

2
H
Q一r
a
p
s
h
a
S
F
a
R
V
R
S
H
h
h
q
包」
P
H
U
H
-ャ
印
回
目
。

t
E
パ
以
下
町
同
同
と
略
記
〕
。
凶
ア
ン

i
ニ

1
製
鉄
所
は
、
ミ
ユ
ン
ス
タ
ー
の
大
聖
堂
参
事
会
員
ヴ
ェ
ン
ゲ

F
2宮
司

]
1
2
5
4
仏
耳
目
情
。

7
z
ν
4
A
ト

に
よ
り
設
立
さ
れ
、
一
七
五
八
年
に
木
炭
高
炉
と
鮪
造
所
の
操
業
が
開
始
さ
れ
た
。
一
七
八
八
年
の
グ
ェ
ソ
ゲ
白
死
後
、
そ
れ
は
エ
ッ
セ
ン
公
爵
尼

$
7
7
イ
Y
Y

僧
院
長
の
所
有
へ
移
り
、
一
人
五
五
年
以
後
ヤ
コ
ビ

1

0
曽
田
下
に
入
っ
て
事
実
上
新
エ

y

セ
ン
製
鉄
所
と
併
合
さ
れ
た
。
同
グ
1
テ
ホ
フ
ヌ
ン
ク

ヒ

a
y
テ
/
巳
ヒ
ダ
l
i

製
鉄
所
は
一
七
八
一
年
に
当
時
ア
ン
ト
エ

1
製
鉄
所
白
製
鉄
所
質
借
入
で
あ
っ
た
フ
ァ
ン
ト
へ
ェ
l
フ
ァ
1

何
百
岳
民
仏
司
官
ロ

E
E
r
H
(耶
麻
布

巳

2

9

T

ソ
マ
イ
ス
タ
ー

同
開
ム
か
ら
ジ

l
刃
l
ラ
γ
ト
の
精
錬
親
方
へ
土
井
)
に
よ
り
、
ス
テ
ル
グ
ラ

1
デ
怯
道
院
の
必
要
経
費
の
凹
分
り
一
の
出
資
や
ク
ル
グ
プ
未
亡
人
の

資
金
貸
付
を
え
て
、
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
プ
ロ
イ
セ

ν
政
府
当
局
は
、
六
年
間
の
免
税
、
原
料
。
関
税
免
除
、
必
要
な
木
炭
を
白
戸
一
ま
た

は
他
人
。
備
で
マ
ル
グ
か
ら
ル
ー
ル
河
を
下
っ
て
運
搬
す
る
権
利
等
の
特
棋
を
賦
与
し
て
、
製
鉄
所
建
設
を
認
可
し
.
コ
ー
グ
ス
使
用
の
試
み
を

実
坑
し
よ
う
と
企
阿
し
た
が
、
成
功
を
収
め
て
い
な
い
。
フ
ァ
ン
ト
へ
ェ

1

フ
ァ
ー
は
グ
1
テ
ホ
フ
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
の
経
由
に
失
敗
し
、
こ
れ
は

一
八

0
0年
に
主
mv件
以
権
者
た
る
グ
ル
ァ
プ
未
亡
人
の
所
有
に
移
り
、
一
人
口
じ

i
O八
年
に
は
祖
母
か
ら
経
常
を
主
託
さ
れ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ッ

ヒ
ク
ル
ッ
プ
司
ロ

OQE島
問
EHV唱
に
よ
り
、
デ
ィ
不
γ
ダ

l

ル
兄
弟
。
蒸
気
投
開
製
作
の
た
め
の
持
物
部
品
白
鋳
造
が
行
わ
れ

t
が
(
君
主

5
2

ロ
巳
『
ロ

t
一
匂
王
立
ぬ
忌
君
主
官

h
m
a
N
E
Q
E
吾
遺
書

53N句。知
8
2哉
さ

R
E
S
E
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宝
早
2
q
F
町
さ
邑

3与
同
叫
が
お
し
』
守
喝
さ

ooN
可
苦
言

bNSSGSEE-

-
N
q号

E
M皆
、
吉
之
守
E
号
三
日
、
主
。

-
5
N由
)
的
円
同
一
v
、
一
入
。
八
年
に
ク
ル
ッ
プ
未
L
人
か
ら
フ
イ
ヲ
包
了
、
売
却
さ
れ
た
。
刷
新
エ
ッ

ヒ
Z

ツ
テ
グ
イ
ゾ
F
ミ
グ
タ

1

セ
ン
製
鉄
所
は
エ
ッ
セ
ン
公
悶
担
御
料
局
と
ア
レ
ン
ベ
ル
グ
の
製
鉄
所
検
査
官
グ
ェ
ル
ナ

1

言
。
目
日
と
の
協
力
に
よ
り
一

b
九
一
年
に
建
一
設
さ

守7〆
ユ
臼
ス
一
干
十

A

ヲ
?
イ
ソ

れ
、
公
爵
位
尼
僧
院
長
が
、
さ
し
あ
た
つ
て
持
丹
り
凶
分
白
一
了1
を
を
引
交
け
、
一
七
九
四
年
に
は
全
狩
分
を
手
中
に
収
め
た
。
と
こ
ろ
で
、
ラ
イ
ン
左

舟
の
フ
ラ
ン
九
へ
の
訓
識
に
と
も
な
い
、
ラ
イ
ン
左
岸
の
世
俗
餌
諸
俣
は
一
ア
イ
γ
右
岸
の
聖
職
慌
で
補
償
さ
れ
、
ユ
ヴ
セ
γ
公
爵
仮
も
プ
ロ
イ
セ
γ

プ
ユ
ル
ス
ト
ヨ
プ
テ
イ
ジ
ゾ

主
の
所
情
へ
移
行
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
む
も
と
で
公
爵
位
尼
僧
院
長
は
一

λ
O
五
年
に
新
エ
ヲ
セ
γ
製
鉄
所
と
ア
シ

1
ュ
1
製
鉄
所
と
を
、
そ

第
九
十
二
巻

九
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六
号



民

グ

忌

f
y
f
yヲ
《

J
句

p
g
I

の
製
鉄
所
検
査
官
た
る
ヤ
ヨ
ピ
ー
と
ハ
一
一
エ
ル
兄
弟
に
売
却
し
た
り
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
一
八

O
八
年
九
月
一
五
日
以
来
、
三
製
鉄
所
は
、
ヤ
ヨ

ピ
i
、
ハ
ユ
エ
ル
兄
弟
、
フ
イ
ヲ
セ

γ
白
四
人
の
親
族
O
共
同
経
岱
下
に
お
か
れ
、
生
産
管
理
の
主
軸
を
な
し
た
の
は
ヤ
コ
ピ
ー
で
あ
っ
た
(
ぐ
色

町
周
知
凹
凹

ω
t
H
P
認
可

ω
』
匂
い
や
「
早
川

q
S
S
E
-
a
居
者
m
a
s
L
a
o
-
回
目
。
喧
口
町
口
止

H
M
c
y
r
E
Z
o
p
H
J
Z
E
Q
S
E九
3
5
h
E
F
巴
包
一
明
日
臼
ヨ

例

吋

N
S
H
E
-
尋
問
柏
町
』
回
目
戸

d

若
田
ロ
ヴ
号

p
o
v
z
-
出

HO

凶
吋
の
同
比
べ
同
町
田
一
戸
。

の
芯
主
-
山
口
-

川
開
〆
ぐ
り
与
口
宮
、

4

2尚
一
山
山
由
、
，
t
H
M

ゆ
一
八
一
九
年
に
グ
1
テ
ホ
ア
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
。
技
師
中
熟
練
労
働
者
。
協
力
と
イ
ギ
リ
ス
盟
。
機
械
部
品
。
輸
入
に
よ
り
、
蒸

気
仙
川
閣
製
作
に
着
手
し
て
、
デ
ィ
ネ
シ
グ

1
ル
兄
弟
へ
の
鋳
物
部
品
の
供
給
を
巾
止
し
士
た
め
、
フ
ラ
ン
ツ
は
日
己
の
鋳
造
所
を
設
立

L
た
の
で
あ

る
が
、
一
八
一
一
一
年
。
エ
ザ
セ
ソ
の
機
棋
製
作
作
業
場
。
全
焼
や
、
こ
と
に
多
く
の
鉱
山
共
有
組
合
へ
の
投
資
の
央
敗
に
よ
り
、
一
八
二
六
年
に
五

一
歳
で
窮
迫
の
な
か
で
死
亡
し
た
(
間
同
月
出
品
。
』
国
司
ロ
岳

2
F
4
2
N
一
回
目
寸
)
。
ヨ
ハ
ン
は
、
ミ
ュ
1
ル
ハ
イ
ム
む
機
械
製
作
作
業
場

で
一
八
一
一
一
一
l
L三
七
年
の
聞
に
a

一
八
の
蒸
気
機
関
を
製
作
し
た
。
そ
の
使
用
目
的
円
訳
は
、
炭
坑
の
排
水
川
M
M
運
搬
川
一
泊
、
繊
維
工
業
の
動
力
用

一
二
、
製
粉
用
一
一
、
搾
耐
用
一
、
製
鉄
所
・
鋳
造
所
白
送
風
用
一
、
舶
用
一
、
セ
メ
ン
ト
工
場
用
一
、
流
毛
器
工
場
周
一
、
塩
坑
用
、
じ
と
な
っ
て
い

て
、
二
八
の
う
ち
一
-
四
は
了
ッ
セ

γ
、
ミ
ュ
l
ル
ハ
イ
ム
、
デ
ュ
イ
ス
プ
ル
夕
、
ク
レ

I
フ
ェ
ル
ト
等
の
ラ
イ
ソ
グ
ェ
ス
フ
ァ
l
レ

γ
へ
阪
止
冗

さ
れ
て
お
り
、
四
は
か
れ
の
ミ
ン
デ
ン
移
住
と
関
連
し
て
、
ミ
ン
デ
ソ
と
ハ
ン
ノ
グ
ァ

l
へ
販
売
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ハ
ン
は
、
一
八
一
一
パ
)
年
代
半
ば

に
は
、

z
z
l
ル
ハ
イ
ム
に
、
機
械
製
作
作
業
場
、
鋳
造
所
、
蒸
気
力
製
粉
所
、
般
物
商
を
経
営
な
い
し
所
有
し
た
ほ
か
、
ク
レ
ー
プ
Z

ル
ト
の
蒸

気
力
製
粉
所
や
ミ

γ
-ア
ン
由
民
坑
へ
も
投
資
し
、
ミ
ュ
l
ル
ハ
イ
ム
に
コ
ー
ク
ス
高
炉
を
擁
す
る
製
鉄
所
の
建
設
を
企
図
し
て
い
た
が
、
一
八
一
一
一
七

年
に
、
ミ
品

1
ル
ハ
イ
ム
と
グ
ν
i
フ
ェ
ル
ト
の
全
所
有
を
売
却
し
て
、
実
如
と
し
て
ミ
ン
デ
ン
へ
移
住
し
、
炭
坑
、
鈴
泊
所
、
機
械
製
作
作
業
場

を
経
営
し
色
。
し
か
し
、
か
れ
の
木
炭
高
一
炉
を
擁
す
る
製
鉄
所
建
設
り
意
図
も
実
況
き
れ
ず
、
一
八
四
九
年
に
六
九
歳
で
死
亡
し
た
(
町
田
宮
己

F
E問
。
同

E
F
P
H主
Q
a
s
b若
者
塁
内
乱
戸
出
叶

E
目、

E
4
2
E位。
P
N
O
M官
。
官
民
け
古
同
国
同
日
。
ロ
四

2
5
E
E
o
dロ
《
山
口
己

σ
E
O
V
E
E
E
o
l

四
日
唱

Z
0・寸

]
p
z
m
pロ
伊
巴
由
回
一
仏
国
。
号
、
凹
凹
・

5
0
1呂
田
)

ラ
イ
ン
・
グ
ェ
ス
ト
フ
ァ

1
レ
ン
製
鉄
業
に
お
け
る

「
混
合
企
業
』
町
一
創
出
付

第
九
十
二
巻

九
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六
号



ラ
イ
ン
・
ゲ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
製
鉄
業
に
お
け
る

「
混
合
企
業
』
の
創
出
付

脚
色
同
月
山
包

ω
巳
昨
主
的
5
3古
川
¥
司
己
古
同
回

2
r
p
回

S
骨
三
R
言
己
記
町
営
szvEssh凶
5
E
R
O
S
A町
、
芸
品

Haa3ERMO
同

EQNNhhEF
呂田目、

ω
角

ω
の
同
町
、
凹
・
白
川
判
長
旬
、
虫
色

t

b

M

判

長

子

山

口

M
W

〈

m
H
V
出
口
町

5
2之
君
因
。
nW2-
是

正

-
m
H
O
H

印
刷

H
H
E問
。
ー
同

E
E
-
n
a
D
-
印

H
E

仰
さ
し
あ
た
っ
て
川
本
和
良
「
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
問
紀
前
五
に
お
け
る
ラ
イ
ン
・
グ
ェ
ス
ト
ノ
ァ
l

レ
ン
鉄
加
工
業
の
発
肢
と
市
場
構

造
」
立
命
館
経
済
学
第
一
二
巷
第
二
号
を
参
照
せ
よ
。

M
W

叶
ロ
出
E
m
o
z
p礼
宮
町
号
。
¥
苦

h
F
2
3
m
g
E
ロ

冨

E
¢

F
o
Z
E問
、

同

∞

存

時

日

斗

〕E

パ
ッ
ド
ル
法
の
導
入
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
の
さ
た
か
町
一
七
八
四
年
に
コ

l

l

国

E
4
円
C
立
が
特
許
を
取
得
し
た
ハ

〔

わ

が

ド

ラ

ー

グ
ド
ル
法
は
、
錬
鉄
工
の
手
労
働
に
依
存
す
る
点
で
大
量
生
産
方
法
と
し
て
は
限
界
を
も
つ
に
い
た
る
が
、
石
炭
使
用
と
あ
い
ま
っ
て

第
九
十
二
巻

九
四

第
六
号

E日

精
錬
工
程
に
変
革
的
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
製
鉄
業
に
お
け
る
産
業
革
命
の
技
術
的
指
傑
む
一
つ
と
み
な
し
え
よ
う
。
パ
ッ

T
ル

法
は
、
ォ

I
ベ
ル
・
ジ
ュ

v
l
ジ

L

Y
に
は
一
八
一
七
年
に
プ
ロ
イ
セ

γ
国
庫
白
リ
プ
ニ

1
グ
工
場
へ
導
入
さ
九
、
モ
の
後
ま
も
な
く
、

ラ
イ

γ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
1
レ
ン
へ
も
導
入
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
に
よ
る
鉱
鉄
価
格
の
低
下
と
木
炭
不
足
に
よ
る
生
産
費
の
上

男
と
に
挟
楠
弔
さ
れ
て
、
従
来
の
フ
リ
ッ
シ
ー
炉
に
よ
る
精
錬
に
依
存
し
た
製
鉄
所
の
存
立
が
揺
が
さ
れ
る
に
い
た
り
、
パ
ッ
ド
ル
法
の

導
入
は
必
須
の
要
請
と
な
ワ
て
き
た
。
こ
う
し
て
、

一
八
一
九
年
に
ア
l

へ
Y
地
方
の
レ
ン
デ
ル
ス
ド
ル
フ
製
鉄
所
に
へ
ヅ
シ
み
兄
弟

何
百
円

E

E

E
品

者

己

U
o
E

一
八
二
四
年
江
ラ

I
ン
地
方
の
ラ
ッ
セ
ル
ジ
ュ
タ
イ
ン
製
鉄
所
に
レ
ミ
イ
兄
弟

一
八
二
六
年
に
ヴ
ヱ
見

l
フ
ァ

l
レ
γ
地
方
の
ヴ
ェ
ヴ
タ
ー
の
機
械
製
作
作
業
場
と
結
合
し
て
ハ
ル
コ

ル
ト
司
E
E
E各
国
民
宮
且
に
よ
り
v

、
先
駆
的
に
バ
ッ
ド
ル
炉
が
建
設
古
九
、
一
八
三

0
年
代
半
ば
以
降
の
欽
必
網
建
設
に
と
も
恋

う
レ
ー
ル
需
要
の
増
大
は
パ
ッ
ド
ル
法
の
普
及
に
最
も
強
力
な
刺
戟
を
あ
た
え
た
の
で
あ
る
叫

図
。
O
M
O
『

に
主
り
、

。。
σH口
nHFUH
問
。
目
〕
可
に
よ
、
旬
、



と
こ
ろ
で
、
グ
1
テ
ホ
フ
ヌ

γ
グ
拠
鉄
所
は
、
蒸
気
機
関
製
作
に
頂
点
を
わ
い
て
機
械
製
作
へ
進
出
し
た
が
、

ハ
ム
セ

1
グ
一
凡
ク

ッ
セ
ン
製
鉄
所
千
鍛
欽
所
へ
転
化
し
た
だ
け
で
、
さ
し
あ
た
り
で
生
産
設
備
に
さ
し
た
る
拡
充
を
行
わ
な
か
づ
た
。
し
か
し
、

一
八
一
一
一
年
に
新
エ/1、

一
一
八
年
以
降
、

方

l
ベ
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
鉄
板
正
延
工
場
の
建
設
、
イ
ギ
り
式
人
技
師
ハ

I
ヴ
ヱ
イ
出
日
〈
三

と
イ
ギ
ロ
ス
人
船
大
工

の
協
カ
に
主
る
ル
!
ル
才
ル
?
の
造
船
所
の
創
設
、
ス
ア
ル
ク
ラ
1
デ
の
機
械
工
場
の
弘
張
等
が
進
行
し
、

一
八
三
五
年
に
は
オ
1
ベ

ル
ハ
ウ
ゼ
ゾ
で
パ
ザ
ド
ル
炉
の
砕
設
開
始
、

イ
ギ
リ
ス
人
技
師
会
づ

T
ウ
ィ
ソ

C
C巴
当

E

の
協
力
の
も
と
に
こ
れ
と
結
合
す
る
体
鉄
正

延
工
場
の
新
設
、
一
八
四
一
一
年
の
レ
ー
ル
圧
延
工
場

ω祈
設
、
さ

b
に
パ
ヅ
ド
片
炉
数
の
一
八
四

0
年
代
は
じ
め
の
一

O
か
ら
一
八
四

六
年
の
四
六
へ
の
急
激
な
増
設
等
、
と
り
わ
け
バ
ッ
ド
ル
法
導
入
を
転
機
に
著
し
い
生
産
設
備
の
払
振
が
推
進
さ
れ
た
。
木
炭
高
炉
、

一y

イ

ト

ヴ

t
一

ル

ク

的

鋳
造
所
む
よ
び
機
械
製
作
作
業
場
を
櫛
し
、
木
炭
と
水
力
に
立
脚
す
る
旧
M?
の
『
仕
v
k
作
業
場
』
と
し
て
の
性
的
刊
を
浪
く
縦
封
し
て
い

た
グ
l

テ
ホ
フ
ヌ
ソ
ク
製
鉄
所
仕
、
水
力
を
蒸
気
力
に
よ
り
代
町
し
つ
つ
一
、
徐
々
に
円
単
純
』
鉄
加
工
経
科
へ
転
換
し
て
い
っ
た
が
、

い
ま
、
ハ
ッ
ド
ル
訟
の
導
入
に
と
も
た
い
、
銑
鉄
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
し
て
、
こ
れ
に
加
工
す
る
パ
グ
ド
ル
uH

任
延
企
業
と
し
て
の

性
格
を
前
而
に
沿
し
だ
し
で
き
士
の
で
あ
一
る
。
グ
I
テ
ホ
フ
ヌ

Y
ク
製
鉄
所
は
、
一
八
三

0
年
代
末
以
来
、
鉄
道
会
社
へ
軸
、
軸
箱
も

り
、
レ
ー
ル
架
、
車
輪
、
転
車
合
等
、
一
八
四
二
年
以
降
陀
は
レ
ー
ル
を
も
供
給
し
、
鉄
道
網
JM
於
土
結
が
つ
い
て
大
き
く
飛
隈
し
マ

一
八
四
二
一
年
に
は
約
二
、

0
0
0人
の
労
働
者
を
一
民
用
し
、
蒸
気
機
関
、
船
舶
、
鉄
道
資
材
等
を
生
産
す
る
機
械
製
作
・
加
工
部
門
か

ら
圧
延
部
門
、
結
錬
部
門
等
を
縦
断
的
に
結
合
す
る
『
侃
AT
企
業
い

ω姿
容
を
整
え
つ
つ
あ
一
っ
た
が
、
製
銑
部
門
に
は
小
規
模
た
木
炭

高
炉
を
擁
す
る
の
み
で
、
主
に
イ
ギ
リ
λ

の
銑
鉄
、

一
八
四
四
年
以
後
は
関
税
政
筑
上
の
俊
巡
に
よ
り
ベ
ル
ギ
ー
の
銑
鉄
の
輸
入
に
依

一
八
四
四
年
の
鉄
関
税
改
革
を
め
ぐ
り
ー

ω
銑
鉄
関
税
新
設
を
要
求
す
る
十
九
州
炉
企
業
群
、
川
刷

銑
鉄
関
税
新
設
に
反

存
し
て
い
た
。

対
し
、

同
時
に
ツ
ェ

γ
ト
ナ

l
当
り
一
タ
1
ラ

I
T
ト
ン
当
り
ハ

0
マ
ル
ク
)

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
ア
ァ
l
レ
ン
製
鉄
業
に
お
け
る

『
混
合
作
業
n

ト
の
創
出
付

の
棒
鉄
関
税
の
存
続
を
擁
護
す
る
ハ
ッ
下
ル

unF延
企

第
九
寸
二
巻

九
五

第
六
号
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ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
l
v
ン
製
鉄
業
に
お
け
る

「
混
合
企
業
」
り
創
出
け

業
帯
、
ゆ
従
来
心
棒
鉄
関
税
の
存
続
に
も
反
対
す
る
鉄
加
工
企
業
群
白
、
お
お
よ
そ
三
グ
ル
ー
プ
白
間
に
対
抗
関
係
が
生
じ
た
の
で
あ

ヲ
て
、
そ
の
さ
い
、
〉
グ
l
テ
ホ
ア
ヌ

γ
ク
製
鉄
所
が
パ
ッ
ド
ル
U

庄
延
企
業
群
白
立
場
企
代
表
し
た
点
に
、
そ
の
経
営
心
主
軸
の
所
在

が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

第
九
十
一
巻

ブL
ノ、

第
一
ハ
サ

ノ、

で
は
、
こ
う
し
た
発
展
過
程
で
ど
白
よ
う
に
資
本
調
達
が
な
さ
れ
て
い
た
か
。
グ
1
テ
ホ
フ
ヌ
ン
グ
製
鉄
所
は
、

一
八
一
二
年
以
来

エ
ル
バ

I
フ
ェ
ル
ト
心
個
人
金
融
業
者
ケ
ル
ス
テ
ン
口

o
Z
E
2
問。
E
H
R
(
一
八
二
七
年
に

4
0
ロ
仏
日
出
2
ι
y
間
百
件
。
ロ
白

w
g
E
O
)

な
ら
び
に
、

一
八
一
七
年
以
来
ケ
ル
Y

の
個
人
金
融
業
者

γ
ャ

I
フ
ハ
ウ
ゼ

γ
P
Z
品
目
u
m
F
Z
B
E
5
3

グ

l
ト
、

l
ペ
ン

一
八
一
七

l
二
九
年
の
悶
た
え
ず
残
街
を
一
市
し
、

/¥ 

九
年
o 
ご

と
き
は
約

万
タ

I と
ラ
1 交
互
白出

残{革

額5蓄
をを

締
結
し
て
い
た
が
、

有
し
た
。
し
か
し
、

一
八
三

0
年
代
以
後
の
設
備
投
資
に
さ
い
し
て
は
、
資
本
調
達
の
た
め
に
、

ω

配
当
制

上
記
佃
入
金
融
業
者
二
行
か
ら
の
一
八
三
九
年
ま
で
九
三
、

年
々
の
刺
余
金
、

ω

隈
政
策
、
ゆ

持
分
所
有
者
た
る
親
族
¢
追
加
出
資
、
の
ほ
か
に
、

ω

0
0
0タ
l
ラ
ー
の
交
互
計
算
信
用
、
同
刷

四
分
利
付
な
い
し
四
分
五
匝
利
付
臼
個
人
貸
付
等
の
語
源
泉
に
依
存
し
た
。

乙
白
う
ち
、

交
互
計
算
業
務
に
よ
る
個
人
金
融
業
者
か
ら
の
借
入
は
、

一
八
四
四
年
に
六
七
、

0
0
0タ
l
ラ
l
へ、

〆
l
ト

'
T
ペ
リ
2

。
。
タ
I
ラ
I
へ
減
少
し
、
一
八
四
九
年
に
は
逆
に
七
、
五

O
Oタ
1
ラ
l
の

残

額

に

転

じ

τ沿
り
、
持
分
所
有
者
の
五
分
利
付

の
追
加
出
資
の
返
済
士
一
両
率
の
配
当
政
策
へ
白
復
帰
も
並
行
し
て
W
る
点
か
ら
み
町
、
グ

1
テ
ホ
プ
ヌ

γ
ク
製
鉄
所
の
資
本
の
書
積
と

一
八
四
八
年
に
は
二
三
、
。

循
環
に
す
ぐ
れ
て
自
己
金
融
的
性
格
が
刻
印
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
白
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
先
進
イ
ギ
リ
ス
の
生
産
技
術

の
水
準
陀
比
肩
し
う
る
生
産
設
備
を
擁
し

τ、
関
税
同
盟
白
政
策
に
よ
り
パ
ッ
グ
ア
ッ
プ
さ
れ
つ
つ
、
過
渡
的
に
形
成
さ
れ
た
一
種
の

独
出
状
態
に
基
づ
く
特
別
剰
余
価
値
が
資
本
蓄
積
の
憤
粁
で
あ
っ
た
。

)
 
1
 
{
 

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
白
状
態
』
の
な
か
で
、

「
イ
ギ
リ
ス
む
宣
言
な
鉄
鉱
山
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
開
発
さ
れ
な



か
っ
た
。
鉄
鉱
白
は
い
つ
も
木
炭
で
溶
解
さ
れ
た
が
こ
の
木
炭
は
、
土
地
耕
作
の
改
良
お
よ
び
森
林
町
絶
滅
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
品
価
と
な
り
乏
し

く
な
っ
た
。
一
八
世
紀
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
コ
ー
ク
ス
が
こ
の
た
め
に
応
川
さ
れ
は
じ
め
た
。
そ
し
て
一
七
八

O
年
以
後
、
こ
れ
ま
で
鋳
鉄
と
し

て
し
か
使
川
き
れ
な
か
っ
十
コ
ー
ク
ス
で
悼
僻
し
た
鉄
を
も
、
有
用
な
鍛
鉄
に
変
え
る
新
し
い
方
法
が
発
明
さ
れ
た
。
溶
鉱
に
あ
た
っ
て
鉄
に
ま
じ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

石
炭
素
を
と
り
の
ぞ
く
こ
の
刀
法
を
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
バ

y

ド
刀
法
(
町
己
主
ロ
ロ
伺
)
と
名
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
方
法
に
よ
っ

τイ
ギ
リ
ス

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
鉄
の
山
町
産
に
ま
っ
た
く
新
し
い
分
野
が
ひ
ら
か
れ
た
の
で
あ
る
。
昨
鉱
炉
は
、
し
ま
ま
で
よ
り
五
心
倍
も
大
宮
く
な
り
、
鉱
石
の
溶
昨
は
熱
風
に

よ
っ
て
間
単
に
な
っ
た
」
〉
述
べ
て
(
ぜ
ル
グ
ス
日
目
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
立
第
一
一
巻
邦
訳
、
大
月
喜
市
刊
、
二
凶

0
ペ
ー
ジ
.
傍
点
は
引
用
者
)
、
川
ヅ

ド
ル
法
の
製
鉄
業
に
対
す
る
班
芹
的
立
誌
を
強
調
し
て
い
た
。
マ
ル
ク
ス
も
ま
た
『
資
木
前
」
第
一
部
の
一
八
七
三
年
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
へ
の
挿
入

、
、
、
、
、

に
お
い
て
、
パ
ソ
ド
ル
法
の
も
つ
立
義
と
限
界
と
に
つ
い
て
つ
ゲ
の
上
う
に
指
摘
す
る
。
「
大
工
業
り
成
立
当
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
拡
惇
の
ま

じ
っ
た
枕
鉄
を
吋
鍛
軟
に
転
化
す
る
た
め
の
一
方
法
が
発
見
さ
れ
た
ω

銑
鉄
(
町
出
。
巳
己
担

)ι
呼
ば
れ
て
い
て
、
特
殊
栴
造
の
炉
で
針
鉄
を
精
錬
す

る
こ
の
淵
程
は
、
結
鉱
炉
心
非
市
な
拡
ト
八
、
熱
風
供
給
装
艇
の
使
用
な
ど
、
一
言
で
い
え
ば
、
同
等
の
労
働
量
に
よ
っ
て
住
用
さ
れ
る
労
働
手
段
お

よ
び
原
料
を
非
日
に
増
加
さ
せ
た
の
で
あ
っ
て
、
や
が
て
扶
は
、
石
材
や
木
材
を
幾
多
心
用
途
か
ら
駆
逐
す
る
に
足
り
る
だ
け
の
分
却
と
低
廉
さ
で

提
供
さ
れ
る
上
う
に
な
っ
た
。
献
と
石
炭
と
は
近
代
産
業
の
大
き
な
相
粁
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
改
良
心
立
義
は
決
し
て
詩
帳
き
れ
え
な
い
。
だ
が
、
錬

鉄
工
〈
h
V
戸〔

E
F品
、
す
な
わ
ち
錬
鉄
の
精
鋭
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
そ
の
世
話
し
う
る
炉
心
大
い
さ
が
や
は
り
彼
の
個
人
的
能
力
に
よ
っ
て
制
限

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

き
れ
て
い
る
よ
う
な
手
労
働
を
行
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
り
制
限
こ
そ
は
、
錬
鉄
(
H
U

ロ
〈
位
。
目
ロ
)
発
明
の
牛
た
る
一

b
八
O
年
以
来
金
制
工
業
が
目
し
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

料
品
く
べ
ぎ
飛
躍
を
現
在
の
Lr

こ
ろ
阻
止
し

τ
い
る
事
情
で
あ
る
」
と
(
長
持
部
文
雄
訳
、
青
木
古
山
刊
、
九
六
六

1
九
六
七
ペ
ー
ジ
、
傍
点
は
引
用

者
〕
。
従
来
。
フ
リ
γ

シ
ュ
炉
の
精
鋭
能
力
が
二
時
間
に
一
五

O
キ
回
グ
ラ
ム
で

ιっ
た
の
に
対
し
、
バ
ッ
ド
ル
炉
は
一
二
時
間
に
一
、
二

0
0

1
一
、
五

0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
の
錬
鉄
を
精
献
し
え
た
ー
と
い
う
。
な
お
、
一
八
五
泊
年
に
ベ
ァ
セ
マ

I

出
。
宮
司
出

2
2
2
2
に
よ
り
発
明
さ
れ
た
転

炉
で
は
ハ
サ
ド
ル
炉
の
約
二

0
0倍
の
銑
鉄
が
鋼
鉄
ヘ
精
錬
さ
れ
う
る
よ
う
に
な
っ
た
〔
同
R
V
4
0
口
明
。
口
E
♂
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E
旬
喜
ト
宣
言
、
守
マ

2
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国
営
E
E
S
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き
弘
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2
qミ
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一

Q
N
h
h
g
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E
v
a
b
N
N
b
p
m
m
m
言。
F
N
S
F
-
D
N
P
回
目
立
】
巳

I
包
u

g
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0

4

ヅ
セ
マ

i
転
炉
製
鋼
法
(
酸
性
)
、

Y

I
メ
ン
ス
ー
マ
ル
タ

ν
平
炉
製
創
世
、

1

マ
ス
転
炉
製
鋼
法
(
腕
某
相
〕
等
の
近
代
的
製
釧
法
の
導
入
に
よ
り
位
じ
め
て
鉄
鋼
業
に
お
け
る
大
量

生
産
方
法
の
確
立
が
出
め
ら
れ
る
u

し
か
し
、
製
鉄
業
に
お
け
る
産
業
対
命
の
技
術
的
指
標
之
し
て
は
、
第
一
に
、
製
銑
工
程
に
お
け
る
木
炭
高
炉

か
ら
コ
ー
ク
ス
両
炉
へ
の
移
行
と
蒸
気
力
送
風
の
刺
用
、
第
二
に
、
精
鉱
工
程
に
お
け
る
木
炭
を
利
用
す
る
フ
リ
ッ
シ
品
炉
か
ら
石
炭
を
利
用
す
る

ラ
イ
ン
・
。
ソ
ェ
ス

1
フ
ァ

l
レ
ン
製
鉄
業
に
お
け
る

「
混
合
企
業
』
り
創
出
付

第
九
J
l

二
巻

九
七

第
六
号



ラ
イ
ン
・
グ
ェ
ス
ト
フ
ア
レ
ン
弾
鉄
業
に
お
け
る

「
混
合
企
業
』
の
創
出
け

ハ
y

ド
ル
炉
へ
口
移
行
官
羊
げ
る
」
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
こ
の
点
は
、
前
掲
拙
稿
「
オ
l
ベ
ル
シ
ュ
レ
l
ジ
エ
ン
製
鉄
業
の
創
山
過
程
」
六
心

へ
l
Jゾ
白
論
点
に
体
正
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
配
し
て
お
く
。

国
ぐ
。

]t-
同
お
受
忍
£

bh
ぬ

2
0
z
s
q
V
N
E
a忌
な
す
」
吉
弘
前
、
ぇ
3
与
足
時
、

r-
た
ω
出
h

刊
誌
札
口
骨
司
町
ENω
与
さ
コ

2
S
H
H
H
h
N
N
h
m
q
E
2
2
b
m干

第
九
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巻
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言
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国
誌
に
h

刊誌

HUH凶
'
H
C
H
F
ω

∞ω

川W

川
川
へ
ツ
ジ
コ
京
は
ニ

O
年
晴
争
以
来
北
ア
イ
フ
2

ル
の
主
導
的
な
小
鉄
工
業
者
で
あ
り
、
へ
ヴ
シ
ュ
兄
弟
は
一
八
一
ー
九
年
に

ν
ン
」
ア
ル
ス
ド
ル
フ

に
パ
ソ
ド
ル
H
H
正
延
企
業
を
建
設
し
、
一
八
二
七
年
に
は
鮎
凧
供
給
装
世
を
も
っ
高
炉
(
木
炭
・
コ

1
グ
ス
混
A
n
〕
を
付
明
い
し
た
。
い
ず
れ
も
ラ
イ

ン
ゲ
ェ
ス
ト
ア
ァ

1
ν

ン
技
初
り
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
じ
一
年
に
は
ア
イ
フ
ェ
ル
か
ら
ル
ー
ル
へ
の
立
地
移
曲
が
行
わ
れ
て
、
ド
ル

ト
ム
ン
ト
に
、
さ
し
あ
た
っ
て
合
名
会
社
、
一
八
七
三
恒
に
株
式
会
社
乙
し
て
へ
ッ
シ
ュ
鉄
例
会
社
巴
耳
ロ
ロ
ロ
ハ
H
F
P
Z当
2
w
o
閏

0
2
5
が
設
立

さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
単
純
』
製
鋼

1
ぽ
延
企
装
で
あ
っ
た
が
、
↓
八
九
五
年
の
凶
炉
建
設
、
一
人
九
九
年
の
民
坑
併
合
に
よ
り
「
混
合
企
業
」
り
盗
容

を
整
え
て
い
る
(
き
言
、
言
、

h
号
室
君
主
的
E
W
E
E
-宮
同

E
R
Y
H
G出
』
的
回
一
。

t
色
〉
。
な
お
、
へ
ァ
ン
斗
の
パ
ッ
ド
ル
怯
導
入
が
一
八
一
一

0
年

代
半
ば
に
訂
わ
れ
た
も
の
と
す
と
担
述
も
あ
と
」
た
し
乙
え
ば
、
関
ぐ
図
。
口
HOF
ロ』
U
E
T
ω
ω
N
U
J
N
P
C
Mり

N
E
H
F
α
Y
G
M
V
E
T
ω

山
町
を

参
照
せ
よ
“
間
レ
ミ
イ
兄
弟
。
ラ
ッ
セ
パ
シ
ュ
タ
イ
ン
製
鉄
所
で
は
棒
銑
お
よ
び
鉄
慣
が
生
産
さ
れ
、

f
A

ラ
ン
〆
へ
(
お
そ
ら
く
仲
継
貿
易
の
た
め

に
〕
販
売
さ
れ
て
い
た
c

か
の
コ
ッ
カ
リ
ル

]
o
yロ
門
o
c
r
z己
は
一
人
二
口
年
に
リ
エ

l
J
/
ュ
近
郊
の
セ
レ
ン
で
オ
ラ
ン
ダ
此
府
か
ら
一

0
0

万
フ
ラ
ン
の
援
助
を
う
け
て
バ
ァ
ド
ル
法
の
導
入
に
成
功
し
て
お
り
、
レ
ミ
イ
兄
弟
に
パ
ッ
ド
ル
炉
の
建
設
を
勧
め
て
、
イ
ギ
り
ス
人
労
働
者
者
干

名
も
斡
施
し
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
は
、
レ
ミ
イ
兄
弟
の
二
万
タ

1
ラ
I
釘
刊
の
要
請
を
拒
げ
て
、
玉
、

0
0
0
タ

l
ヲ

1
の
奨
励
告
と
ザ

1
ル
白

石
山
肌
泊
五
年
聞
の
原
価
で
の
供
給
を
許
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
な
お
勤

M
で
あ
っ
た
水
力
利
用
心
強
化
の
た
め
の
大
改
造
等
を
経

τ‘
一
八
一
一

同
年
末
に
パ

y

ド
ル
炉
が
完
成
さ
れ
、
一
八
二
六
年
以
降
規
則
的
に
操
業
さ
れ
た
(
同
〈
回
0
3昇
給
匂
円
)
-
山
山

N
N
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出
ハ
ル
コ
ル
ト

は
ヴ
ェ
ス
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ア

7
1
ν
γ

の
グ

z

y
タ
1
に
一
八
一
八
年
に
機
械
製
作
作
業
場
を
設
立
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
民
師
(
司
げ
。
E
5
1
r一
口
C
《

γ
ご
と
お
よ
び

鋳
物
工
(
口
町
立
と
回
目
V目
。
ロ
牛
)
の
援
助
に
よ
り
蒸
気
機
関
等
の
機
械
製
作
に
語
手
し
て
い
た
が
、
共
同
出
資
者
カ
今
同
日
日
目
げ
ロ
EMHo-

同
E
H切
り
資
金
援
助
を
う
け
て
一
八
二
六
年
に
パ

γ

ド
ル
炉
を
ぬ
械
製
作
作
業
場
と
結
合
し
て
挫
設
し
た
。
か
れ
は
一
八
一
一
二
年
に
こ
心
企
業
か

ら
附
れ
て
、
鉄
道
建
設
、
直
船
等
り
企
業
家
、
ジ
ャ

I
ナ
り
ス
ト
、
政
治
家
と
し
て
多
影
な
活
動
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
当
初
心
企
業
は
カ
ム
プ
の

管
組
等
を
経
て
、
一
九
一

O
年
に
は
著
名
な
機
械
製
作
企
業
た
る
デ
マ
l
ク
ロ
2
Z
F。
冨
m
T
Z
E
E
E
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付

〉

日

日
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E
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